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日から宿題が出るような学校だったが，そのときから勉強しなくなった』（2010 年 7 月 27 日公
判）と供述している．事件を起こす少し前には，携帯電話に，『県内トップの進学校に入ってあ

























































































































































































































































































































































































































 ①本論では非行克服支援の対象を「子ども・若者」とした，「子ども」は少年法の対象年齢である 20 歳未
満者であるが，若者については 20 歳に到達して少年法の対象年齢からはずれても，なお，子どもと同
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